
保
管
用

【
安
全
上
の
ご
注
意
】

●
製
品
に
異
常
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
は
お
買
い
求
め
の
販
売
店
ま
た
は
弊
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
仕
様
は
品
質
向
上
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

発
売
元

L
E
D
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

警
告

！ こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が

死
亡
ま
た
は
重
傷
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、禁
止
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、行
為
を
強
制
し
た
り
指
示
す
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

注
意

！ こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が
傷
害

を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
、お
よ
び
物
的
損
害

の
み
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

取
　
扱

説
明
書

重 要
本
説
明
書
は
製
品
を
安
全
に
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
き
、お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
や

財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
を
以
下
の
通
り
表
示
し
て

お
り
ま
す
。表
示
の
内
容
を
よ
く
ご
理
解
し
て
か
ら
本
文
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

LH
L-

0
2
型

B
2
0
5
①

顧
客
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
 
01
20
-6
8
6
-8
8
8（
通
話
料
無
料
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ht
tp
s:
//
w
w
w
.h
at
ay
a.
jp

警
告

！

注
意

！

【
梱
包
内
容
】

保
管
用

【
安
全
上
の
ご
注
意
】

L
E
D
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

警
告

！こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が

死
亡
ま
た
は
重
傷
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、禁
止
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、行
為
を
強
制
し
た
り
指
示
す
る
内

容
を
示
し
て
い
ま
す
。

注
意

！こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が
傷
害

を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
、お
よ
び
物
的
損
害

の
み
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

取
　
扱

説
明
書

重 要
本
説
明
書
は
製
品
を
安
全
に
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
き
、お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
や

財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
を
以
下
の
通
り
表
示
し
て

お
り
ま
す
。表
示
の
内
容
を
よ
く
ご
理
解
し
て
か
ら
本
文
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

LH
L-0

2
型

B
2
0
5

こ
の
度
は
、LED

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
製
品
の
ご
使
用
に
は
必
ず
本
説
明
書
を
お
読
み
い
た
だ
き
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

H
E
A
D

L
IG

H
T

L
E

D

IPX3
防
水
仕
様

H
Y

B
R

ID
充
電
池
・
乾
電
池
兼
用

H
Y

B
R

ID
H

Y
B

R
ID

H
Y

B
R

ID
H

Y
B

R
ID

USB
H

Y
B

R
ID

H
Y

B
R

ID
H

Y
B

R
ID

USB
USB
USB 充電

式
USB 充電

式

め
ま
い
や
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、

目
に
障
害
が
現
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

点
灯
中
LE
D
を
直
視
し
な
い
。

ま
た
人
の
目
に
向
け
な
い
。

本
製
品
は
防
雨
型
で
す
。

絶
対
に
水
中
で
は
使
用
し
な
い
。

感
電
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

可
燃
性
ガ
ス
、
燃
料
な
ど
の
近
く
や

高
温
多
湿
、有
毒
ガ
ス
、
粉
塵
な
ど

悪
環
境
の
場
所
で
は
絶
対
に

保
管
・
使
用
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

雨
や
直
接
水
が
か
か
る
場
所
で
は

絶
対
に
充
電
し
な
い
。

感
電
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
を
直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
や

炎
天
下
の
車
内
な
ど
高
温
の
場
所
で

保
管
、
放
置
し
な
い
。

火
災
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

鉄
粉
・
切
削
油
・
切
削
屑
・
溶
接
火
花
・

油
脂
等
が
か
か
る
所
で
使
用
し
な
い
。

火
災
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

落
下
や
火
中
へ
の
投
下
な
ど
し
な
い
。

火
災
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

濡
れ
た
手
で
電
池
交
換
を
し
な
い
。

感
電
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

周
囲
温
度
が
0
℃
～
4
0
℃
の
範
囲
で

使
用
す
る
こ
と
。

火
災
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
手
の
届
か
な
い
所
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
し
な
い
時
は
必
ず
照
明
ス
イ
ッ
チ
を

O
FFに

し
て
お
く
こ
と
。

ま
た
長
時
間
使
用
し
な
い
場
合
は

専
用
充
電
池
・
乾
電
池
を

取
り
外
し
て
お
く
こ
と
。

失
明
や
目
に
障
害
が
現
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

万
一
、
電
池
の
液
が
目
に
入
っ
た
場
合
、

こ
す
ら
ず
に
直
ち
に
水
で
洗
い
流
し
、

医
師
の
治
療
を
う
け
る
こ
と
。

人
体
へ
の
影
響
や
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

電
池
か
ら
の
液
漏
れ
な
ど

異
常
が
発
生
し
た
場
合
は

使
用
を
中
止
し
て
修
理
を
依
頼
す
る
こ
と
。

ガ
ス
が
発
生
す
る
場
所
や
可
燃
物
の
近
く
で
は

絶
対
に
使
用
し
な
い
。

火
災
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

こ
の
度
は
、L
ED
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
製
品
の
ご
使
用
に
は
必
ず
本
説
明
書
を
お
読
み
い
た
だ
き
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

H
E
A
D

L
IG

H
T

L
E

D

使
用
光
源

白
色
LE
D
×
1

H
i時
／
4
0
0
ル
ー
メ
ン
　
Lo
w
時
／
8
0
ル
ー
メ
ン

H
i時
／
約
5
時
間
　
Lo
w
時
／
約
2
5
時
間

約
5
時
間

IP
6
4

使
用
電
池

全
光
束

実
用
点
灯
時
間

充
電
時
間

防
塵
防
水
仕
様

※
上
記
仕
様
は
専
用
充
電
池
を
使
用
し
た
場
合
の
も
の
で
す
。

専
用
リ
チ
ウ
ム
ポ
リ
マ
ー
充
電
池（
3
.7
V
 2
,8
0
0
m
A
h）

ま
た
は
単
3
形
ア
ル
カ
リ
乾
電
池
×
3
本

LH
L-
0
2

型
式

約
2
0
0
g（
充
電
池
の
場
合
）

質
量（
充
電
池
含
む
）

下
記
の
も
の
が
全
て
梱
包
さ
れ
て
い
る
か
、ご
使
用
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
製
品
を
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
取
り
付
け
る
場
合
、

ベ
ル
ト
の
滑
り
防
止
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
ク
リ
ッ
プ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
形
状
に
よ
っ
て
、取
り
付
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　（
そ
の
場
合
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
各
メ
ー
カ
ー
よ
り
市
販
さ
れ
て
い
る
専
用
の
も
の
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
つ
ば
部
分
の
4
ヶ
所（
反
対
側
に
も
）に
取
り
付
け
る

1. 本
体（
ベ
ル
ト
付
）×
１

3
. U
S
B
充
電
ケ
ー
ブ
ル（
タ
イ
プ
A
）×
１

4
. 単
３
形
ア
ル
カ
リ
乾
電
池（
テ
ス
ト
用
）×
3

6
. シ
リ
コ
ン
ベ
ル
ト
×
１

7. ヘ
ル
メ
ッ
ト
ク
リ
ッ
プ
×
4

5
. 乾
電
池
用
ア
ダ
プ
タ
ー
ケ
ー
ス
×
1

2
. 専
用
リ
チ
ウ
ム
ポ
リ
マ
ー
充
電
池
×
１

8
. 取
扱
説
明
書
×
１

【
仕
　
　
様
】

H
Y

B
R

ID
充
電
池
・
乾
電
池
兼
用

H
Y

B
R

ID
US

B
H

Y
B

R
ID

H
Y

B
R

ID
H

Y
B

R
ID

US
B

US
B

US
B充

電式
US

B充
電式

事
故
・
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

充
電
時
以
外
は
電
池
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
は

必
ず
閉
め
て
お
く
こ
と
。

充
電
は
周
囲
温
度
が
1
0
℃
～
3
5
℃
の
範
囲
で

行
う
こ
と
。

端
子
部
の
　
　
  を
金
属
製
の
も
の
で

触
れ
た
り
絶
対
に
シ
ョ
ー
ト
さ
せ
な
い
。

＋
－

【
ヘ
ル
メ
ッ
ト
ク
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
】

【
LE
D
に
関
す
る
ご
注
意
】

●
LE
D
光
源
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、L
ED
光
源
毎
に
発
光
色
・
明
る
さ
が
若
干
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
LE
D
光
源
の
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。お

買
い
上
げ
時
は
満
充
電
に

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
初
回

利
用
時
は
充
電
し
て
か
ら
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
ク
リ
ッ
プ
×
4
個
付
属

電
池
交
換
以
外
の
不
要
な

分
解
・
改
造
を
し
な
い
。

電
池
の
液
が
漏
れ
て
ケ
ガ
・
機
器
の

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

他
銘
柄
・
異
種
・
新
旧
の
電
池
を

混
入
し
て
使
用
し
な
い
。

液
漏
れ
・
発
熱
・
破
裂
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

乾
電
池
を
使
用
す
る
場
合

電
池
は
　
 と
 　
の
方
向
を
正
し
く

入
れ
る
こ
と
。

＋
－

＜
専
用
充
電
池
の
場
合
＞

＜
乾
電
池
の
場
合
＞

安
全
回
路
が
働
い
て
、
再
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
が
な
く
な
っ
た
時
は

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
充
電
す
る
こ
と
。

ま
た
長
時
間
使
用
し
な
い
時
も

最
低
半
年
に
１
回
は
必
ず
充
電
す
る
こ
と
。

本
製
品
で
使
用
し
て
い
る
電
池
パ
ッ
ク
は
専
用
で
す
。

他
の
機
器
や
用
途
に
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
。

ま
た
異
常
の
あ
る
電
池
パ
ッ
ク
を
充
電
し
な
い
。

故
障
・
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

IP
64

防
塵
防
水
仕
様



【各部名称】 【ご使用方法】 【乾電池を使用する場合】

【シリコンベルト取付方法】【専用充電池の充電方法】

1

3 4

2

充電完了後は電池ボックスの
フタは確実に閉めてください。

赤点灯 …充電中

緑点灯 …充電完了

電池ボックスのフタは
確実に閉めてください。

●シリコンベルト付属
　ベルト長／760mm
　ベルト幅／25mm
　材　　質／シリコンゴム

●フォーカス機能
　フォーカスヘッドを前後に動かすことで
　お好みの照射が可能です。

●照明ON／OFFスイッチ（明るさ2段階切替）

●後部灯の消灯方法について

後部灯の緑点滅を切りたい場合は、前照灯点
灯時にスイッチを長押ししてください。
※この動作は記憶されませんので1回使用毎
　に操作を行ってください。

●下方向90度
　首振り可能

●単３形アルカリ乾電池を使用する場合は、付属の乾電池用アダプターケースを使用します。
●乾電池を使用して点灯する場合、専用リチウムポリマー充電池の場合と点灯時間の能力が若干異なる場合があります。
●単3形ニッケル水素二次電池（くり返し充電ができるもの）の使用も可能です。（ただし持続時間は短くなります。）
　（使用するメーカーや品番によっては点灯能力が異なる場合があります。）

電池ボックスのフタを開けます。

充電ケーブルを充電可能なUSBポートに接続します。

電池ボックスのフタを開けます。 専用充電池を取り出します。

付属の乾電池用アダプター
ケースに乾電池を入れます。

単3形アルカリ乾電池×3本（テスト用付属）

丸印の溝に合わせて、電池ボックス内に取り付けます。

電池ボックス内のUSBポートに
付属の充電ケーブルを挿し込み
ます。

充電表示ランプ

充電には出力5V／1A以上のものを
ご使用ください。

USB充電用ACアダプターは付属して
おりませんので、市販のものをお使い
ください。

充電時間／約5時間
※5V／1Aよりも低い出力のACアダプター
　を使用する場合は充電時間が仕様よりも
　長くなります。

●充電は必ず屋内の水やホコリがかからない場所で行ってください。
●周囲温度は10～35℃の範囲で行ってください。
　（充電中、本体が少し温かくなりますが、異常ではありません。）
●充電後は電池ボックスのフタをしっかりロックしてください。
●専用充電池には寿命があります。

　フル充電約300回または約2年（使用条件により異なる）  での交換をおすすめします。 

フォーカスヘッド

専用リチウムポリマー充電池

充電表示ランプ

ヘッドベルト

電池ボックス

マイクロUSBポート

PUSH

長押し

ワイドワイド

スポット

注意！

1 2

3 4

電池の　 と 　の向きに
注意してください。

+ ー

ワイドスポット

●本ベルトはハタヤヘッドライトシリーズ専用のシリコンベルトです。目的以外の用途で使用しないでください。
●ベルトの取り付けは説明書をよくお読みの上、確実に行ってください。
●使用中、ベルトのズレ等が起こっていないか定期的に確認を行ってください。
●使用状況に応じてベルトの交換を行ってください。
●直接、地肌に接する状態で使用する場合、皮膚に異常がないか注意してください。
　異常が見られる場合は速やかに使用を中止し、医師の治療を受けてください。
●ベルトに油分や汚れが付着すると、滑りやすくなったり、劣化の原因となりますのでご注意ください。

頭頂部ベルトは
そのままご使用されるか
不要な場合は取り外してください。

切り欠き部に合わせて、
ベルトの着け外しをします。

下図のようにヘルメット外周を止めるベルトを交換します。
頭頂部ベルト付のタイプは従来取り付けられているベルトを
そのままご使用ください。

交換するベルト

シリコンベルトはオプションでも販売しています。
再び交換される場合は別途お求めください。
シリコンベルト：LHL-B1型

ベルトの取り付けは確実に行ってください。

注意！

後部灯
前照灯が
点灯時に
緑のランプ
が点滅します。

スイッチの連続押し操作にて明るさを切
り替えられます。ただし、Hi点灯にして
約6秒以上経過した場合はLow点灯
に切り替わらずに消灯します。

Hi点灯

5約 時間点灯

（100%）
Low点灯

25約 時間点灯

（20%） ＯＦＦＯＦＦ




